








〔はじめに〕 

 超音波断層法およびその周辺機器を用いて,すべての胎児を,すべての臓器について,詳

しく検査を行えば,構造異常を伴う胎児の疾患の多くは出生前に診断され得ると予測され

てきた。事実数多くの報告が集積されつつある。しかし適切なスクリーニングの方式や医

療システムは未だ解決を見ず,胎内診断された症例は偶発的発見である事が多い。国立循環

器病センター周産期科は二次・三次の後送機関であり多くの胎児異常,母体合併症を伴う妊

婦が送院されてくる。これらの妊婦に対して密度の高い胎児診断を全例に対して行った。

本年度はこれら胎児病のうち,構造異常を伴う先天性心疾患と胎児不整脈について報告す

る。 


